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細胞内には様々な細胞内小器官が存在しており、これらの間では小胞輸送などによりタンパク質などの物質のやり取りが行わ

れる。このような細胞内小器官での物質郵送を膜交通 (membrane trafficking)と総称する。膜交通は様々な生理現象に関与す

ることが知られている。本論文では、イネにおいて小胞輸送に関与すると考えられるATP分解酵素（LRD6-6）が、抗菌性物質

ファイトアレキシンの生産などの様々な免疫反応を負に制御することを明らかにした。

　本研究は、四川農業大学のChen教授らのグループとの共同研究で行われ、帝京大学バイオサイエンス学科・植物化学研究室

においてファイトアレキシンの定量が行われた。ファイトアレキシンの定量には、帝京大学バイオサイエンス学科が所有する

LC-ESI-MS/MS（写真）を使用した。
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